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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令

平成˜�年˜˜月›日 木曜日 第š �Ÿ号官 報
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◇
著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第

三
三
八
号
）（
文
部
科
学
省
）

１

国
外
頒
布
目
的
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
輸
入
等
を
著
作

権
等
の
侵
害
と
み
な
す
期
間
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
六
六
条
及
び
附
則
第
二
項
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
一
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一
項
関
係
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
地
域
保
健
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

第
三
三
九
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

地
域
保
健
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
地
域
保
健
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地

方
公
共
団
体
の
長
が
医
師
を
も
っ
て
保
健
所
の
所
長
に

充
て
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
二
年
以
内
の
期
間
を
限
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の

い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
医
師
で
な
い
技
術
吏
員
を
も
っ

て
保
健
所
の
所
長
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

一
回
に
限
り
、
二
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
当
該
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関

係
）

^

厚
生
労
働
大
臣
が
、
公
衆
衛
生
行
政
に
必
要
な
医

学
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
関
し
医
師
と
同
等
以
上

の
知
識
を
有
す
る
と
認
め
た
者

_

五
年
以
上
公
衆
衛
生
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
が

あ
る
者

`

厚
生
労
働
省
組
織
令
第
一
三
五
条
に
規
定
す
る
国

立
保
健
医
療
科
学
院
の
行
う
養
成
訓
練
の
課
程
を
経

た
者

２

１
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
保
健
所
に
医
師
を
置

く
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
一
六
年
一
一
月
四
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
日
本
国
及
び
大
韓
民
国
の
両
国
に
お
い
て
就
労
す
る
者

等
に
係
る
国
民
年
金
法
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
の
特
例

に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
三
四
〇
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

国
民
年
金
法
関
係

１

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間

の
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
特
例

等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）の
規
定

に
よ
り
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
し
な
い
こ
と
と
さ

れ
る
配
偶
者
又
は
子
と
し
て
、
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
家
族
滞
在
の
在
留

資
格
を
持
っ
て
在
留
す
る
者
等
を
定
め
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
条
関
係
）

２

法
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
し
な

い
こ
と
と
さ
れ
る
者
に
係
る
国
民
年
金
の
被
保
険
者

の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

二

厚
生
年
金
保
険
法
関
係

法
の
規
定
に
よ
り
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
と
し

な
い
こ
と
と
さ
れ
る
者
に
係
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保

険
者
の
資
格
の
取
得
及
び
喪
失
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

三

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に

関
す
る
政
令
（
政
令
第
三
四
二
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
に
関
す
る
特
例
と
し
て
、

事
業
主
が
就
業
規
則
等
に
よ
り
継
続
雇
用
制
度
の
対
象

と
な
る
高
年
齢
者
に
係
る
基
準
を
定
め
、
当
該
基
準
に

基
づ
く
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
を
平
成

一
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
（
中

小
企
業
の
事
業
主
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二
三
年
三
月
三

一
日
）ま
で
の
間
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

１
の
中
小
企
業
の
事
業
主
は
、
そ
の
常
時
雇
用
す
る

労
働
者
の
数
が
三
〇
〇
人
以
下
で
あ
る
も
の
と
す
る
こ

と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

３

所
得
税
法
施
行
令
及
び
法
人
税
法
施
行
令
に
つ
い
て

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
及

び
第
三
条
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
平
成
一
六
年
一
二
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
１
及
び
２
に
つ
い
て
は

平
成
一
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
六
年
十
一
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
三
百
三
十
八
号

著
作
権
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八

号
）
第
百
十
三
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

著
作
権
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
九
章

手
数
料
の
納
付
を
要
し
な
い
独
立

行
政
法
人
（
第
六
十
五
条
）」を
「
第
九
章

手
数
料
の
納

第
十
章

国
外
頒
布
目

付
を
要
し
な
い
独
立
行
政
法
人
（
第
六
十
五
条
）

的
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
輸
入
等
を
著
作
権
等
の
侵
害
と
み

な
す
期
間
（
第
六
十
六
条
）」に
改
め
る
。

第
九
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
十
章

国
外
頒
布
目
的
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
輸

入
等
を
著
作
権
等
の
侵
害
と
み
な
す
期

間

第
六
十
六
条

法
第
百
十
三
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
政
令

で
定
め
る
期
間
は
、
四
年
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
国
外
頒
布
目
的
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
輸
入
等
を
著
作

権
等
の
侵
害
と
み
な
す
期
間
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年

法
律
第
九
十
二
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
後
の
著
作
権
法

第
百
十
三
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
期
間

は
、
四
年
と
す
る
。

文
部
科
学
大
臣

中
山

成
彬

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令

第
三
四
一
号
）（
厚
生
労
働
省
）

高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
六
年
法
律
第
一
〇
三
号
）
の

施
行
期
日
は
、
平
成
一
六
年
一
二
月
一
日
と
す
る
こ
と
と

し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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